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筆
者
は
、
金
沢
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
の
専
門
委
員
と
し
て
、

「
金
沢
大
学
五
十
年
史
／
通
史
編
』
（
金
沢
大
学
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
後
援
会
、
二
○
○
一
年
）
の
第
三
章
第
一
節
「
戦
時
体
制
前

後
の
前
身
各
校
」
の
執
筆
を
担
当
し
た
。
そ
の
た
め
、
’
九
九
八
年

夏
よ
り
数
度
に
わ
た
っ
て
、
金
沢
大
学
医
学
部
倉
庫
内
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
金
沢
医
科
大
学
（
１
）
（
以
下
、
金
沢
医
大
と
略
称
）
の
資
料
を
調

査
し
た
（
２
）
。
そ
の
結
果
、
そ
こ
に
は
貴
重
な
高
等
教
育
史
の
史
料
が

多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
（
３
）
、
そ
の
中
に
七
三
一

部
隊
に
触
れ
る
史
料
が
数
点
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

た
○ 

研
究
ノ
ー
ト

七
三
一
部
隊
長
》
石
井
四
郎
の
日
本
文
化
講
義

ニ
金
沢
大
学
五
十
年
史
／
通
史
編
」
で
は
、
こ
の
調
査
で
見
つ
か

一
、
は
じ
め
に

ｌ
金
沢
大
学
医
学
部
所
蔵
金
沢
医
科
大
学
資
料
か
ら
Ｉ

っ
た
史
料
を
利
用
し
て
、
七
三
一
部
隊
と
金
沢
医
大
と
の
関
係
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
指
摘
を
行
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
史
料

自
体
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の

史
料
の
う
ち
か
ら
、
七
三
一
部
隊
長
・
石
井
四
郎
が
一
九
四
一
年
四

月
二
一
日
に
金
沢
医
大
で
行
っ
た
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
の
史
料

一
九
点
を
紹
介
し
、
合
わ
せ
て
そ
こ
か
ら
窺
え
る
七
三
一
部
隊
人
脈

及
び
日
本
文
化
講
義
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
問
題
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
。
な
お
、
史
料
は
本
文
の
最
後
の
玉
章
に
ま
と

め
て
列
挙
し
た
の
で
、
そ
の
旨
ご
了
解
願
い
た
い
。

史
料
を
紹
介
す
る
前
に
、
今
ま
で
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

一
一
、
従
来
の
研
究
で
知
ら
れ
る
七
三
一
部
隊
と

金
沢
医
大
の
関
係

古

畑

徹
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さ
れ
た
七
三
一
部
隊
と
金
沢
医
大
の
関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
七
一
一
一
一
部
隊
関
係
の
ほ
と
ん
ど
の
著
書
に
登
場
す
る
の
が
、

金
沢
医
大
教
授
で
あ
っ
た
石
川
太
刀
雄
で
あ
る
（
４
）
。
彼
は
、
京
都
大

学
医
学
部
か
ら
最
初
に
七
三
一
部
隊
に
派
遣
さ
れ
た
八
人
の
若
手
研

究
者
の
一
人
で
、
’
九
三
八
年
三
月
に
陸
軍
技
師
と
い
う
軍
属
身
分

で
七
三
一
部
隊
に
任
官
し
た
。
七
一
一
一
一
部
隊
で
は
、
ペ
ス
ト
。
流
行

性
出
血
熱
等
の
研
究
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
病
理
解
剖
を
担
当
し
た
。

一
九
四
三
年
七
月
、
金
沢
医
大
第
二
病
理
学
教
室
教
授
に
な
っ
て

「
内
地
」
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
際
、
自
ら
が
作
成
し
た
八
○
○
○
枚

に
及
ぶ
病
理
標
本
を
持
ち
帰
っ
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
七

三
一
部
隊
の
調
査
の
過
程
で
こ
の
病
理
標
本
の
存
在
が
明
ら
か
と
な

り
、
’
九
四
七
年
に
石
川
は
金
沢
で
そ
れ
を
引
き
渡
す
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
た
め
に
解
説
を
作
成
し
た
（
５
）
。
彼
は
、
新
制
金
沢
大

学
医
学
部
発
足
後
も
第
二
病
理
学
教
室
教
授
と
し
て
留
ま
り
、
一
九

七
三
年
に
退
官
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
学
術
会
議
会
員
に
選
ば
れ
て

い
る
。

金
沢
医
大
出
身
の
七
三
一
部
隊
員
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、

二
木
秀
雄
で
あ
る
。
彼
も
陸
軍
技
師
と
い
う
軍
属
で
、
結
核
及
び
梅

毒
研
究
の
班
を
率
い
た
。
た
だ
し
、
彼
の
入
隊
経
緯
に
つ
い
て
は
今

ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

七
三
一
部
隊
は
、
部
隊
長
。
石
井
四
郎
が
作
っ
た
防
疫
給
水
部
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
石
井
機
関
」
の
一
角
で
あ
っ
た
こ
と
が
近

年
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
の
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
東
京
。
戸
山
に
あ
っ
た
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研

究
室
で
あ
る
。
防
疫
研
究
室
に
は
嘱
託
研
究
員
の
制
度
が
あ
り
、
各

大
学
の
医
学
部
教
授
を
嘱
託
研
究
員
に
し
た
こ
と
が
七
三
一
部
隊
に

お
け
る
人
的
資
源
確
保
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
医
学
部

教
授
た
ち
も
嘱
託
研
究
員
と
な
る
こ
と
で
多
く
の
研
究
費
。
研
究
資

材
及
び
各
種
研
究
情
報
を
獲
得
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。
金
沢
医
大
教

授
で
唯
一
こ
の
嘱
託
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、

谷
友
次
で
あ
る
（
５
）
。
彼
は
金
沢
医
大
細
菌
学
教
室
教
授
で
、
’
九
二

三
年
に
着
任
後
、
梅
毒
研
究
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
。
新
制
金
沢

大
学
医
学
部
発
足
後
、
教
室
は
微
生
物
学
教
室
と
改
称
し
た
が
、
谷

は
教
授
と
し
て
留
ま
り
、
医
学
部
長
も
務
め
、
’
九
五
九
年
に
退
官

し
た
。

以
上
が
、
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
金
沢
医
大
と
七
三
一
部
隊
と

の
関
係
で
あ
る
。
石
川
の
存
在
が
大
き
い
た
め
に
印
象
は
鮮
烈
だ
が
、

あ
く
ま
で
個
人
と
七
一
一
二
部
隊
と
の
関
係
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

金
沢
医
大
と
し
て
の
組
織
的
関
与
は
確
認
で
き
て
い
な
い
（
７
）
。

三
、
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て

石
井
四
郎
が
金
沢
医
大
で
日
本
文
化
講
義
を
担
当
し
た
と
き
の
史
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料
は
、
す
べ
て
「
文
化
講
義
関
係
書
類
」
と
い
う
簿
冊
（
８
）
に
含
ま
れ

て
い
る
。
か
つ
て
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
が
こ
れ
を
使
っ
て

金
沢
医
大
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
９
）
、

現
代
史
及
び
教
育
史
的
な
関
心
か
ら
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
解
説

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
ｒ
既
に
筆
者
は
「
金
沢
大
学
五
十
年
史
／

通
史
編
」
に
お
い
て
、
安
剛
寿
之
輔
・
中
村
治
人
な
ど
の
研
究
一
四
一
や

金
沢
大
学
医
学
部
所
蔵
金
沢
医
科
大
学
資
料
中
の
日
本
文
化
講
義
関

係
の
諸
書
類
に
基
づ
い
て
日
本
文
化
講
義
の
解
説
を
行
っ
た
が
同
一
、

論
を
進
め
る
都
合
上
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
簡
単
な
解
説
を
施
し
て

お
く
。日
本
文
化
講
義
は
、
一
九
三
六
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
か
け
て
、

学
生
生
徒
の
思
想
対
策
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
国
体
明
徴
施
策

と
し
て
、
帝
国
大
学
を
初
め
と
す
る
直
轄
諸
学
校
に
対
し
て
文
部
省

統
制
下
で
実
施
さ
れ
た
、
極
め
て
特
異
な
講
義
で
あ
る
。
一
九
三
六

年
一
○
月
の
教
学
刷
新
審
議
会
答
申
に
お
い
て
高
等
教
育
刷
新
の
目

玉
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
文
部
省
は
既
に
こ
れ
を
先
取
り

し
て
、
従
来
か
ら
学
生
生
徒
の
思
想
善
導
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た

特
別
講
義
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
を
決
め
、
’
九
三
六
年
七
月
に
思

想
局
（
の
ち
の
教
学
局
）
か
ら
実
施
要
綱
を
通
牒
し
た
。

要
綱
に
よ
る
と
、
そ
の
目
的
は
、
日
本
文
化
に
関
す
る
講
義
を
課

し
て
国
民
的
性
格
の
酒
養
と
日
本
精
神
の
発
揚
に
資
す
る
と
と
も
に
、

日
本
独
自
の
学
問
・
文
化
を
理
解
体
認
さ
せ
る
点
に
あ
り
、
そ
の
た

め
に
講
師
選
定
は
、
国
体
・
日
本
精
神
の
真
義
を
明
ら
か
に
し
て
教

学
刷
新
の
目
的
を
達
す
る
の
に
適
当
な
人
物
を
選
び
、
文
部
省
に

合
議
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
回
数
は
、
直
轄
諸
学
校

（
高
等
学
校
・
専
門
学
校
な
ど
）
年
五
回
、
官
立
大
学
年
四
回
、
帝
国

大
学
年
三
回
で
（
皿
）
、
毎
回
二
時
間
と
さ
れ
、
必
修
科
目
に
準
じ
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
講
義
終
了
後
に
は
、
講
義
の
速
記
録
だ
け
で
な
く
、

講
義
名
及
び
演
題
、
談
義
要
旨
聴
講
生
徒
数
並
び
に
出
席
率
、
生

徒
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
速
や
か
に
思
想
局
長
宛
て
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
あ
と
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
「
文
化
講
義
関
係

書
類
」
に
は
メ
モ
の
類
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
詳
細

な
報
告
が
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
要
綱
に
基
づ
い
て
、
’
九
三
六
年
度
後
半
に
予
定
さ
れ
て
い

た
特
別
講
義
は
日
本
文
化
講
義
に
名
称
変
更
し
て
実
施
さ
れ
、
’
九

三
七
年
度
か
ら
要
綱
に
基
づ
く
日
本
文
化
講
義
が
本
格
実
施
と
な
っ

た
。
以
後
、
各
高
等
教
育
機
関
で
は
毎
年
確
実
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ

は
一
九
四
四
年
の
学
徒
の
通
年
動
員
実
施
後
も
、
さ
ら
に
は
一
九
四

五
年
の
戦
時
教
育
令
下
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
た
（
烟
一
。
文
部
省
が
高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
思
想
教
育
の
柱
と
し
て
と
し
て
日
本
文
化
講

義
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
教
育
史
研
究
者

は
実
際
に
高
等
教
育
機
関
に
軍
国
主
義
思
想
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
う

－７８－ 



え
で
、
こ
れ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
理
解
し
て
い
る
同
一
。

四
、
石
井
四
郎
の
日
本
文
化
講
義
関
係
史
料
解
説

本
題
の
七
三
一
部
隊
長
石
井
四
郎
の
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
史
料
の
紹
介
と
解
説
を
行
う
が
、
論
稿
の
体
裁
と
し
て
は

解
説
を
先
に
し
、
史
料
を
五
節
と
し
て
後
に
し
た
。
そ
れ
故
、
本
節

で
挙
げ
る
史
料
番
号
は
五
節
の
史
料
番
号
な
の
で
、
ご
了
解
願
い
た

い
。
ま
た
、
諾
史
料
の
漢
字
字
体
は
本
来
旧
字
体
や
略
字
が
混
在
し

て
い
る
が
、
印
刷
等
の
都
合
を
考
え
、
す
べ
て
常
用
漢
字
に
直
し
た
。

こ
の
点
も
ご
了
解
願
い
た
い
。

史
料
１
は
「
日
本
文
化
講
義
実
施
計
画
書
」
で
あ
る
。
日
付
は
な

い
が
、
昭
和
一
六
年
五
月
一
日
付
の
「
昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講

義
実
施
計
画
二
関
ス
ル
件
」
に
続
く
の
で
、
こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ

た
文
書
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
石
井
の

講
義
は
既
に
四
月
二
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
計
画
書
と
い

う
の
は
お
か
し
な
感
じ
が
す
る
。
実
は
、
「
日
本
文
化
講
義
実
施
計

画
書
」
は
も
う
一
つ
、
昭
和
一
六
年
四
月
一
日
付
の
も
の
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
石
井
の
名
は
な
く
、
第
一
学
期
に
「
青
木
保

（
東
京
帝
大
教
授
）
兵
器
ノ
話
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

「
文
化
講
義
関
係
書
類
』
に
収
め
ら
れ
た
昭
和
一
六
年
四
月
一
八

日
付
の
教
学
局
指
導
部
長
か
ら
金
沢
医
科
大
学
長
宛
の
電
信
に
は
、

「
第
一
回
日
本
文
化
講
義
講
師
青
木
氏
ハ
出
講
不
能
ニ
ッ
キ
代
ハ
リ

ノ
講
師
」
を
至
急
回
答
さ
れ
た
い
と
あ
る
（
嘔
一
。
つ
ま
り
、
青
木
の
都

合
が
悪
く
な
っ
た
の
で
（
焔
）
、
急
遅
大
学
側
が
石
井
に
依
頼
し
て
計
画

を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
計
画
書
類
に
な
い
講
義
を
行
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
差
し
替
え
の
「
日
本
文
化
講
義
実
施
計

画
書
」
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
五
月
一
日
付
の
「
昭
和
十

六
年
度
日
本
文
化
講
義
実
施
計
画
一
一
関
ス
ル
件
」
に
は
「
迫
テ
石
井

四
郎
陸
軍
軍
医
少
将
ヲ
講
師
ト
セ
ル
第
一
回
日
本
文
化
講
義
ハ
客
月

二
十
一
日
実
施
済
ミ
ニ
有
之
候
條
申
添
候
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
。

史
料
２
は
、
史
料
１
に
糊
付
け
ら
れ
て
い
た
メ
モ
で
あ
る
。
二
枚

あ
り
、
い
ず
れ
も
「
金
沢
医
科
大
学
」
の
名
前
入
り
の
メ
モ
用
菱
に

書
か
れ
、
ど
ち
ら
に
も
金
沢
医
大
の
光
島
学
生
課
長
の
印
が
押
さ
れ

て
い
る
。
｜
枚
目
は
タ
ク
シ
ー
代
に
つ
い
て
の
メ
モ
で
あ
り
、
二
枚

目
は
石
井
の
講
師
控
室
で
の
接
待
費
用
に
つ
い
て
の
メ
モ
で
あ
る
。

こ
れ
は
史
料
１
が
実
際
に
は
実
施
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
。
な
お
、
石
井
が
宿
泊
し
た
宮
保
旅
館
は
当
時
柿

木
畠
に
あ
っ
た
が
”
現
在
は
廃
業
し
て
建
物
も
現
存
し
な
い
（
胴
）
。

史
料
３
．
４
は
い
ず
れ
も
予
算
書
だ
が
、
日
付
が
な
い
。
史
料
３

に
つ
い
て
は
手
書
き
と
タ
イ
プ
打
ち
の
二
種
類
の
も
の
が
存
在
し
、

史
料
４
は
手
書
き
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
石
井
の
講
義
経
費
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
予
算
書
は
も
う
一
つ
存
在
し
、
こ
れ
に
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は
当
初
予
定
し
て
い
た
青
木
保
の
名
前
が
あ
り
、
石
井
の
名
前
は
な

い
。
こ
れ
と
史
料
４
の
予
算
書
を
比
べ
る
と
、
青
木
の
名
前
を
石
井

に
変
更
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
す
れ
ば
、
史
料
３

は
史
料
４
を
実
施
後
に
実
際
の
費
用
に
合
わ
せ
て
変
更
し
た
も
の
で
、

そ
の
こ
と
は
史
料
３
の
雑
費
が
史
料
２
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
証

明
で
き
る
。
史
料
３
は
手
書
き
が
下
書
き
で
、
タ
イ
プ
打
ち
が
文
部

省
提
出
書
類
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
史
料
３
か
ら
は
、
石
井
の
講
義
は

軍
医
学
校
か
ら
の
派
遣
の
形
態
を
と
っ
た
こ
と
、
後
述
の
よ
う
に
石

井
の
講
義
に
は
映
画
が
上
映
さ
れ
た
が
、
そ
の
映
写
機
や
映
写
技
師

は
石
井
自
ら
が
用
意
し
同
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

史
料
５
か
ら
９
は
、
実
施
直
前
の
石
井
側
と
大
学
側
の
あ
わ
た
だ

し
い
や
り
と
り
の
様
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
史
料
５
．
６
は
大
学
が

受
け
取
っ
た
電
報
、
史
料
７
は
簿
冊
綴
じ
込
み
の
メ
モ
、
史
料
８
．

９
は
手
書
き
の
電
信
案
で
あ
る
。
電
信
案
は
電
文
に
直
す
た
め
に
、

普
通
の
文
案
の
右
に
カ
タ
カ
ナ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
史
料
５
に
よ
れ

ば
、
石
井
の
内
諾
を
得
た
の
が
四
月
一
六
日
で
、
確
定
が
一
七
日
で

あ
る
が
、
史
料
５
は
二
木
秀
雄
か
ら
谷
友
次
へ
の
電
報
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
数
日
前
に
谷
か
ら
二
木
を
通
じ
て
石
井
に
依
頼
が
な
さ

れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
二
木
か
ら
陸
軍
軍
医
学
校

に
派
遣
を
依
頼
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
金
沢
医
大
と
し

て
そ
の
依
頼
電
を
出
す
た
め
の
下
書
き
が
史
料
９
、
二
木
へ
の
指
示

の
お
札
電
の
下
書
き
が
史
料
８
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
木
の
指
示

に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
史
料
７
の
メ
モ
で
あ
る
。
メ
モ
の
執

筆
者
は
不
明
だ
が
、
光
島
学
生
課
長
の
印
が
あ
る
の
で
、
彼
か
そ
の

周
囲
の
事
務
官
の
作
成
で
あ
ろ
う
。
こ
の
メ
モ
は
、
軍
医
学
校
に
派

遣
を
懇
請
す
る
件
が
室
急
電
報
デ
」
と
あ
る
の
で
史
料
８
．
９
を

作
成
す
る
前
の
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
詳
細
な
指
示
が
あ
る
の
で
、

一
七
日
に
お
そ
ら
く
二
木
か
ら
確
定
の
電
話
が
あ
り
、
そ
の
折
に
各

種
指
示
が
あ
っ
た
も
の
を
書
き
留
め
た
メ
モ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
を
総
合
す
る
と
、
四
月
一
六
日
前
に
依
頼
、
一
六
日
内
諾
、
一
七

日
確
定
・
軍
医
学
校
へ
の
派
遣
依
頼
、
一
九
日
石
井
か
ら
到
着
時
刻

確
認
の
電
信
、
二
一
日
実
施
と
い
う
時
間
経
過
が
復
元
で
き
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
講
義
設
定
の
仲
介
役
が
大
学

側
は
谷
友
吹
、
石
井
側
は
二
木
秀
雄
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
の

研
究
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
｜
一
木
は
一
九
三
六
年
一
一
一

月
か
ら
一
九
三
七
年
一
二
月
ま
で
、
谷
の
下
で
金
沢
医
大
細
菌
学
教

室
講
師
を
勤
め
（
烟
）
、
そ
れ
を
や
め
て
陸
軍
技
師
に
な
っ
た
（
聰
）
。
つ
ま

り
、
谷
と
二
木
は
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
釦
）
。
七
三
一
部
隊

が
若
手
研
究
者
を
集
め
る
に
当
た
り
、
石
井
機
関
の
嘱
託
研
究
者
が

優
秀
な
弟
子
を
送
り
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
嘱
託
研
究
者
で

あ
っ
た
谷
が
送
り
出
し
た
の
が
一
一
木
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
金
沢
医
大
の
教
授
陣
で
石
井
機
関
と
関
係
を
持
っ
た
の
は
、
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の
ち
に
教
授
と
な
る
七
三
一
部
隊
出
身
の
石
川
太
刀
雄
を
除
け
ば
、

谷
一
人
し
か
確
認
で
き
な
い
。
金
沢
医
大
は
、
石
井
の
出
身
校
で
あ

る
京
大
医
学
部
の
よ
う
な
、
七
三
一
部
隊
と
の
大
が
か
り
で
組
織
的

な
関
わ
り
方
は
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
谷
だ
け
が
嘱
託
研
究

者
と
な
り
得
た
の
は
、
石
井
と
の
個
人
的
な
関
係
に
よ
る
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
谷
と
石
井
は
と
も
に
第
四
高
等
学
校
理
科
乙
類
の
大

正
五
年
の
卒
業
生
、
つ
ま
り
同
期
同
級
な
の
で
あ
る
罰
）
。
ど
の
程
度

の
親
交
が
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
が
、
関
わ
り
の
ほ
と
ん
ど
な
い
金
沢
医
大
か
ら
七
三
一
部
隊
に
弟

子
を
送
り
出
せ
た
り
、
石
井
に
金
沢
医
大
に
講
演
に
来
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
り
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り
に
強
い
個
人
的
関
係
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
傍
一
証
と
い
え
よ
う
。

二
木
で
留
意
し
た
い
こ
と
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
史
料
８

に
よ
れ
ば
、
彼
が
四
月
一
七
日
段
階
で
東
京
牛
込
の
陸
軍
軍
医
学
校

に
い
た
点
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
す
ぐ
に
金
沢
に
来
る
。
そ
の
こ
と

を
示
す
の
が
史
料
皿
の
電
信
で
、
宛
先
が
金
沢
医
大
の
谷
友
次
気
付

と
な
っ
て
い
る
。
二
木
は
石
井
を
迎
え
る
た
め
に
金
沢
に
来
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
事
実
は
、
二
木
の
よ
う
な
七
三
一
部
隊
の
中

核
研
究
者
が
、
ず
っ
と
旧
「
満
州
」
に
い
た
の
で
は
な
く
、
時
に
は

軍
医
学
校
や
出
身
大
学
の
研
究
室
に
顔
を
出
し
、
日
本
と
旧
「
満
州

を
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
史
料
皿

か
ら
は
、
石
井
の
金
沢
行
き
が
急
に
決
ま
っ
た
た
め
に
寝
台
車
の
切

符
が
取
れ
ず
、
軍
の
力
で
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
が
看
取
で
き

る
。こ
う
し
て
決
ま
っ
た
石
井
の
日
本
文
化
講
義
で
あ
る
が
、
先
に
紹

介
し
た
四
月
一
人
日
付
の
教
学
局
指
導
部
長
か
ら
の
電
信
に
よ
れ
ば
、

計
画
変
更
の
こ
と
を
至
急
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
一
八
日
に
急
ぎ
作
ら
れ
た
の
が
、
史
料
Ⅱ
の
実
施
計
画
変
更
の
届

出
文
案
と
史
料
胆
の
電
信
案
と
み
ら
れ
る
。
史
料
Ⅲ
に
は
予
算
書
が

別
紙
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
先
の
史
料
４
は
そ
の
予
算

書
案
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
史
料
凪
の
「
曇
一
一
」
以
下
は
電
信

案
に
書
か
れ
た
メ
モ
書
き
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
７
に
依
れ
ば
、
金
沢
師
団
の
軍
医
部
に
も
誰
演
を
聞

か
せ
た
い
意
向
が
石
井
の
側
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
作
ら
れ
た

の
が
史
料
田
の
軍
医
部
長
宛
の
日
本
文
化
講
義
開
講
の
連
絡
文
書
案

で
あ
る
。
追
伸
で
、
石
井
の
日
程
も
連
絡
し
て
い
る
が
、
軍
医
部
側

が
石
井
と
会
い
た
い
で
あ
ろ
う
と
の
配
慮
と
考
え
ら
れ
る
。
作
成
月

日
は
不
明
だ
が
、
史
料
ｕ
と
比
べ
る
と
空
白
の
講
義
時
間
に
「
三
」

の
記
入
が
あ
る
か
ら
、
史
料
ｕ
の
作
成
よ
り
後
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

史
料
ｕ
・
応
は
、
二
一
日
の
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状
況
を
伝
え

る
史
料
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
手
書
き
で
、
史
料
雌
は
史
料
囮
の
「
聴

講
学
生
生
徒
出
席
率
」
の
も
と
と
な
っ
た
も
の
、
史
料
応
は
文
部
省
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に
出
す
報
告
書
の
原
案
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
文
化
講
義
は
通
常
二

時
間
だ
が
、
史
料
応
に
よ
れ
ば
、
石
井
の
そ
れ
は
異
例
の
四
時
間
で

あ
っ
た
。
出
席
者
総
数
は
六
七
○
名
前
後
と
大
規
模
で
、
軍
医
部
に

連
絡
し
た
関
係
で
通
常
よ
り
も
一
○
○
名
ほ
ど
多
く
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
演
題
「
大
陸
一
一
於
ケ
ル
防
疫
二
就
テ
」
は
、
こ
れ
以
前
の
文

書
に
は
演
題
未
定
と
あ
る
か
ら
、
当
日
発
表
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
要
旨
か
ら
は
、
石
井
が
映
画
を
使
い
な
が
ら
、
「
満
州
」
や
中

国
戦
線
で
の
防
疫
・
給
水
に
つ
い
て
実
地
体
験
に
基
づ
い
て
解
説
し

た
後
、
逼
迫
し
た
世
界
情
勢
を
論
じ
、
国
家
総
力
戦
に
勝
ち
抜
く
上

で
の
医
学
の
重
要
性
を
学
生
た
ち
に
説
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、

彼
は
そ
の
中
で
当
時
機
密
で
あ
っ
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
に
も
触
れ
た
よ

う
で
、
要
旨
原
案
に
一
端
書
か
れ
た
も
の
の
、
後
か
ら
削
除
の
線
が

引
か
れ
て
い
る
。
当
然
、
実
際
の
報
告
書
で
は
削
ら
れ
た
と
み
て
よ

い
。注
目
し
た
い
の
は
そ
の
出
席
者
で
あ
る
。
史
料
型
及
び
史
料
胆
の

「
聴
講
学
生
生
徒
出
席
率
」
は
八
○
％
以
上
と
高
率
な
の
だ
が
（
麹
一
、

そ
の
数
値
計
算
は
「
台
鮮
支
」
つ
ま
り
台
湾
・
朝
鮮
の
植
民
地
学
生

と
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
除
外
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
紹

介
し
な
い
が
、
「
文
化
講
義
関
係
書
類
』
に
は
出
席
者
に
○
を
つ
け

て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
名
簿
が
「
出
席
調
査
調
」
の
名
称
で
収
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
名
簿
で
は
、
台
湾
・
朝
鮮
の
植
民
地
学
生
と
中
国
か
ら

の
留
学
生
に
は
最
初
か
ら
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
聴
講
は
最

初
か
ら
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
井
以
外
の
日
本

文
化
講
義
で
植
民
地
学
生
や
留
学
生
が
除
外
さ
れ
た
事
例
は
な
く
、

こ
れ
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
の
事
情
と
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
講
義
前
の
石
井
側
と
の
遣

り
取
り
の
中
に
彼
ら
を
除
外
せ
よ
と
の
指
示
は
な
く
、
指
示
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
石
井
が
金
沢
に
来
て
演
題
が
確
定
し
た
段
階
、
つ
ま

り
講
演
直
前
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
石
井
の
講
義
に
は
機
密
事
項

で
あ
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
出
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
を
話
す
予
定

だ
っ
た
こ
と
が
除
外
の
理
由
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
石

井
及
び
大
学
側
に
機
密
と
の
認
識
が
き
ち
ん
と
あ
れ
ば
、
日
本
人
学

生
に
も
話
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
た
と
え
下
書
き
で
あ
ろ
う
と
も
報

告
書
案
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
文
字
は
書
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ

り
は
、
中
国
戦
線
の
話
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
、

そ
れ
が
中
国
人
留
学
生
や
台
湾
人
学
生
を
刺
激
す
る
可
能
性
が
あ
っ

て
除
外
し
た
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
で
も
朝
鮮
人

学
生
が
除
外
さ
れ
る
理
由
は
明
瞭
で
は
な
い
。
当
時
、
権
力
側
に
は

朝
鮮
人
を
危
険
分
子
と
見
る
認
識
が
一
般
に
存
在
し
た
か
ら
、
そ
れ

で
石
井
側
が
彼
ら
に
中
国
戦
線
の
映
像
や
話
を
見
聞
さ
せ
た
く
な
い

と
い
う
意
向
を
持
っ
た
と
推
測
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

史
料
岨
か
ら
昭
は
実
施
後
の
礼
状
文
案
、
史
料
田
は
石
井
か
ら
の

－８２－ 



実
施
後
の
お
礼
電
で
あ
る
。
史
料
肥
は
光
島
学
生
課
長
か
ら
二
木
秀

雄
宛
の
礼
状
文
案
で
、
二
木
の
仲
介
が
再
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

再
度
彼
を
仲
介
役
に
石
井
の
揮
毫
及
び
学
生
生
徒
の
講
演
感
想
文
の

手
渡
し
を
依
頼
し
て
い
る
。
特
に
学
生
生
徒
に
感
想
文
を
書
か
せ
た

事
実
は
注
意
す
べ
き
で
、
講
義
の
教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
と
、
文

部
省
へ
の
報
告
事
項
で
あ
る
「
講
義
が
学
生
生
徒
に
与
え
た
影
響
」

を
書
く
資
料
に
す
る
た
め
の
二
つ
の
目
的
で
行
わ
れ
た
と
推
定
し
て

よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
宛
先
住
所
が
「
満
州
第
七
三
一
部
隊
」
と
あ
る

点
も
注
意
す
べ
き
で
、
史
料
ｕ
に
石
井
四
郎
の
肩
書
き
が
「
関
東
軍

石
井
部
隊
長
」
と
あ
る
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
そ
の
職
務
内
容
は
知

ら
な
い
に
し
て
も
、
当
時
の
医
学
部
関
係
者
に
と
っ
て
七
三
一
部
隊

の
存
在
自
体
は
秘
密
事
項
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

史
料
Ⅳ
・
肥
は
日
付
が
な
い
が
、
案
一
・
案
二
と
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
同
一
月
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
史
料
蛆
に
「
去
ル
ー
十
一

日
」
と
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
も
四
月
中
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
史

料
四
の
石
井
の
お
礼
電
は
五
月
一
日
付
だ
か
ら
、
史
料
肥
に
基
づ
く

お
礼
が
届
い
て
の
電
信
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
史
料

焔
は
六
月
四
日
と
か
な
り
後
な
の
で
、
こ
れ
は
礼
状
と
し
て
の
性
格

よ
り
も
依
頼
事
項
の
方
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
、
石
井
四
郎
が
一
九
四
一
年
四
月
二
一
日
に
金
沢
医
大
で
行

以
下
の
一
九
点
の
史
料
は
、
で
き
る
だ
け
本
来
の
体
裁
が
わ
か
る

よ
う
に
紹
介
す
る
が
、
石
井
に
直
接
関
係
し
な
い
部
分
は
比
較
上
の

必
要
性
が
な
い
限
り
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
文
字
が
判
読
不
明
な
場

合
は
■
、
印
や
判
の
場
合
は
文
字
囲
で
表
し
た
。
史
料
の
う
ち
、
書

類
で
は
な
い
メ
モ
・
電
報
の
類
は
、
そ
の
旨
を
史
料
番
号
の
下
に
カ

ッ
コ
書
き
で
記
し
た
。

つ
た
日
本
文
化
講
義
関
係
の
史
料
を
解
説
し
て
き
た
が
、
金
沢
大
学

医
学
部
所
蔵
金
沢
医
大
資
料
の
中
に
は
も
う
ひ
と
つ
七
三
一
部
隊
関

係
史
料
群
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
七
三
一
部
隊
員
石
川
太
刀
雄
の

金
沢
医
大
赴
任
に
関
係
す
る
史
料
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
紙
数
は
も

は
や
な
い
。
別
稿
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
読
者
の
寛
恕
を
請
う
次

第
で
あ
る
。

五
、
史
料

－８３－ 



史
料
２
（
昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講
義
実
施
計
画
書
に
糊
付
け
さ
れ
た
メ
モ
）

〈
｜
枚
目
〉

〈
二
枚
目
〉

石
井
少
将
ノ
分
（
待
合
せ
時
間
ヲ

盛
菓
子
散
盛

含
ム
）

円

一
台
一
円

三
・
三
○
○

蝉
１
宮
保
一
一
一
台
二
円
六
○
｜
台
１
．
九
○

一
台
Ｉ
七
○

茶
豈
斤
円

宮
保
Ｉ
大
学
一
台
一
円
二
○
｜
光
島
一
二
・
○
○
○

雨
間
四

円

計
三
・
八
○

史
料
１

史
料
Ｓ

昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講
義
経
費
予
算
書

昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講
義
実
施
計
画
書

実
施
子

実
施
希
望
講
義
内
容

定
期

昭
和
十
六
年

四
月
二
十
一
日

（
以
下
略
）

｜
、
諸
給
一
六
五
円
○
○
○

大
陸
一
一
於
ケ
ル
防
疫
一
一
就
テ
陸
軍
軍
医
学
校
教
官

陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎

希
望
講
師
官
職
名

時
間
数
備
考

四

本
学
一
一
於
テ

交
渉

－８４－ 



二
、
雑
費

内
訳

（
Ｃ
佐
伯
講
師
謝
金

（
巳
池
崎
講
師
謝
令

（
イ
）
石
井
講
師
謝
金

内
訳

円
一
九
・
’
○
○

陸
軍
軍
医
学
校
ヨ
リ
派
遣
二
付
特
二

謝
金
ヲ
贈
呈
セ
ズ

但
シ
雑
費
ハ
之
ヲ
計
上
ス

、
講
義
手
当
一
時
間
十
五
円

二
時
間
分

日
当

甲
二
日
分

》
宿
泊
料
甲
一
夜
分

鉄
道
賃
大
阪
Ｉ
金
沢
（
含
通
行
税
）

急
行
料

（
含
急
行
税
）

、
講
義
手
当
一
時
間
十
五
円
．

二
時
間
分

日
当

甲
二
日
分

〈
宿
泊
料
甲
一
夜
分

鉄
道
賃
法
隆
寺
Ｉ
金
沢

急
行
料

計切
上

八七一一一一

○八二七二六○

○五八五○○○
○○○○○○○ 
○○○○○○○ 

八一一一一

五一七九二六○
.．．．・・円

○二八○○○
○○○○○○ 
○○○○○○ 

－８５－ 



史
料
４

昭
和
十
六
年
度
日
本
文
化
講
義
経
費
予
算
書

円

三
・
八
○
○

自動車代「１．石井講師並一一同随員送迎用
’
’
並
一
一
活
動
写
真
映
写
器
運
搬
用

２
．
池
崎
講
師
送
迎
用

二
・
五
○
○

，
３
．
佐
伯
講
師
送
迎
用

二
・
五
○
○

茶
菓
代

１
．
石
井
講
師
並
一
一
同
随
員
接
待
用

五
・
三
○
○

２
．
池
崎
講
師
接
待
用

二
・
五
○
○

３
．
佐
伯
講
師
接
待
用

二
・
五
○
○

’
九
・
’
○
○

合
計

一
八
四
。
’
○
○

備
考
石
井
講
師
ハ
随
員
ト
シ
テ
陸
軍
技
師
二
人
、
活
動
写
真
技
術
員
三
人
ヲ
同
伴
セ
リ

「
諸
給

内
訳

（
イ
）
石
井
講
師
謝
金

一
石
五
円
○
○
○

，
講
義
手
当
一
時
間
十
五
円

二
時
間
分

甲
三
日
分

宿
泊
料
甲
二
夜
分

鉄
道
賃
東
京
－
金
沢
（
含
通
行
税
）

円

三
○
・
○
○
○

二
○
・
四
○
○

二
○
・
四
○
○

二
三
・
二
○
○

－８６－ 



史
料
５
（
昭
和
一
六
。
四
・
’
六
付
電
報
）

タ
カ
セ
ウ
マ
チ
六
」

タ
ニ
ト
モ
シ

ナ
イ
タ
ク
ヲ
エ
タ
ガ
ア
ス
カ
ク
テ
イ
ス
ル
二
｜
ヒ
ッ
ク
ョ
テ
イ

フ
タ
キ

円

二
、
雑
費
一
五
・
○
○
○

内
訳

自
動
車
代

１
．
石
井

２
．
池
崎

３
．
佐
伯

茶
菓
代

１
．
石
井

２
．
池
崎

３
．
左
官

（
中
略
）

（
以
下
略
）

石
井
講
師
送
迎
用

池
崎
講
師
送
迎
用

佐
伯
講
師
送
迎
用

石
井
講
師
並
二
同
随
員
接
待
用

池
崎
講
師
接
待
用

佐
伯
講
師
接
待
用

急
行
料

計切
上

（
含
急
行
税
）

四
・

九
八
・

’
○
○
・

史
料
６
（
昭
和
一
六
・
四
二
九
付
電
報
）

イ
シ
ザ
カ
シ
ン
キ
チ
殿

ゴ
シ
ョ
ー
デ
ン
ニ
ョ
リ
ニ
｜
上
ゴ
ゼ
ン
セ
ジ
ニ
六
ツ
タ
」
イ
シ
イ

円

二
・
五
○
○

二
・
五
○
○

二
・
五
○
○

二
・
五
○
○

二
・
五
○
○

二
・
五
○
○

○四四
○○○ 
○○○ 

－８７－ 



史
料
７
（
メ
モ
）

石
井
少
将
招
へ
イ
ノ
件

雨
間
凸
軍
医
学
校
長

桃
井
閣
下
一
一
、
石
井
君
派
遣

ノ
件
懇
請
（
至
急
電
報
デ
）

｜
、
二
十
一
日
午
前
七
時
二
六
分
着

ニ
テ
｜
行
来
着
（
京
都
ヨ
リ
）

｜
、
人
数
（
宿
舎
）

石
井
君
ノ
将
校
■
名

技
術
官
四
名

『
講
演
ハ
ニ
十
一
日
午
后
■
～

二
十
二
日
中

（
二
十
二
日
午
后
八
時
帰
京
）

｜
、
軍
医
部
ノ
連
中
ニ
モ

｜
所
二
見
セ
タ
シ

ー
、
■
ノ
■
■
■
ハ
大
■
■

陸
病
ニ
テ
用
意

史
料
８電
信
案

四
月
十
七
日

へ
『
、
”
／
『
ソ
マ

学
生
課
長

史
料
ｇ電
信
案

四
月
十
七
日

カ
ナ
ザ
ワ
イ
カ
ダ
イ
ガ
ク
テ
ゥ

金
沢
医
科
大
学
長

ト
ウ
ケ
ウ
シ
ウ
シ
ゴ
メ
ク

東
京
市
牛
込
区

リ
ク
グ
ン
グ
ン
イ
ガ
ク
カ
ウ
テ
ゥ

陸
軍
軍
医
学
校
長

リ
ク
グ
ン
グ
ン
イ
チ
ゥ
ゼ
ゥ
そ
、
ノ
ヰ
ナ
オ
ミ
キ

（
陸
軍
軍
医
中
将
桃
井
直
幹
宛
）

ホ
ン
ガ
ク
ニ
ホ
ン
プ
ン
カ
ニ
ウ
ギ
コ
ウ
エ
ン
ク
ワ
ン
ト
シ
テ
』
イ
シ
ヰ
四
ラ
ゥ

本
学
日
本
文
化
講
義
講
演
官
ト
シ
ー
ナ
石
井
四
郎

グ
ン
イ
シ
ョ
ウ
セ
ウ
ヲ
」
ホ
ン
ッ
キ
二
一
上
ホ
ン
ガ
ク
ニ
ゴ
サ
ケ
ン
カ
タ

軍
医
少
将
ヲ
本
月
二
十
一
日
本
学
二
御
差
遣
方

カ
ウ
テ
ウ
ア
テ
イ
ラ
イ
デ
ン
ダ
シ
タ
」

校
長
宛
依
頼
電
出
シ
ダ
」

ト
ウ
ケ
ウ
ウ
シ
ゴ
メ
ク

東
京
牛
込
区

コ
シ
ョ
ウ
ニ
ン
ネ
ガ
ヒ
タ
シ
」

御
承
認
願
度
シ

リ
ク
グ
ン
キ
シ

陸
軍
技
師

リ
ク
グ
ン
グ
ン
ヰ
ガ
ッ
カ
ゥ

陸
軍
軍
医
誉
十
校

ブ
タ
ギ
ヒ
デ
ヲ

ー
一
木
秀
雄ゴ
ハ
イ
リ
ヨ
ヲ
シ
ヤ
ス

御
配
慮
可
／
謝
ス

ハ
ウ
エ
キ
ケ
ン
キ
ウ
シ
ッ

防
疫
研
究
室

－８８－ 



史
料
伯
（
昭
和
一
六
・
四
・
二
○
電
報
）

’
二
○
ケ
ウ
ト
五
一
一
一
五
．
六
、
ハ

カ
ナ
ザ
ワ
シ
」

カ
ナ
ザ
ワ
イ
カ
ダ
イ
ガ
ク

ナ
イ
」

ガ
ク
サ
イ
キ
ン
ガ
ク
キ
ョ
ウ
シ
ッ

タ
ニ
ト
モ
ヂ
キ
ヅ
ケ

フ
タ
キ
ギ
シ
殿

オ
ガ
タ
シ
ラ
ハ
タ
イ
チ
ョ
ウ
ト
ト
モ
ニ
ノ
ラ
ル
」
カ
ッ
カ
シ
ン
ダ
イ
ケ
ン

ハ
ッ
バ
イ
エ
キ
ゼ
ン
ブ
ニ
テ
ハ
イ
セ
シ
モ
ミ
ナ
ウ
リ
キ
レ
ヌ
コ
ノ
ウ
エ

ハ
タ
イ
チ
ョ
ウ
メ
イ
シ
ヲ
ダ
シ
カ
ナ
ザ
ワ
エ
キ
チ
ョ
ウ
マ
タ
ハ
ダ
イ
ガ

ク
グ
ン
ブ
ナ
ド
ニ
ョ
リ
ト
ク
ニ
イ
ラ
イ
ス
ル
ホ
カ
ナ
シ
」
ハ
ヤ
カ
ワ

コ
六
、
二
四
、
八
一

史
料
Ⅲ
（
昭
和
一
六
・
四
二
八
起
案
）

石
井
陸
軍
軍
医
少
将
日
本
文
化
講
義
一
一
関
ス
ル
件

案
一

金
大
生
第
号

年
月
日

学
長

教
学
局
指
導
部
長
宛

本
年
度
本
学
日
本
文
化
講
義
実
施
計
画
一
一
関
シ

テ
ハ
本
月
七
日
附
金
大
生
第
八
八
号
ヲ
以
テ
講
師

予
定
表
ヲ
添
へ
及
申
請
置
処
、
都
合
一
一
依
り

今
回
急
一
一
一
部
変
更
シ
講
師
ト
シ
テ
陸
軍
軍
医

学
校
教
官
兼
関
東
軍
石
井
部
隊
長
石
井
四
郎

軍
医
少
将
ヲ
招
聰
ノ
コ
ト
一
一
本
学
二
於
テ
講
師
ノ

内
諾
ヲ
求
〆
来
ル
ー
十
一
日
（
月
曜
且
左
記
ノ
通
り
講

義
開
講
可
致
候
、
御
承
認
相
成
度
侯
也

追
テ
本
月
七
日
附
発
指
一
五
号
御
通
牒
一
一
係

ル
経
費
予
算
書
ハ
別
紙
ノ
通
り
訂
正
及
送

付
候
条
可
然
御
取
計
相
願
ハ
シ
度
此
段
併
テ

御
依
頼
申
上
候
也

記

一
、
開
講
日
時

四
月
二
十
一
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時
ヨ
リ
凡
時
間

一
、
演
題
並
講
師

演
題
未
定

陸
軍
軍
医
学
校
教
官
兼
関
東
軍
石
井
部
隊
長

陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎

一
、
講
義
室

金
沢
医
科
大
学
大
講
堂

－８９－ 



史
料
胆電
信
案

金
沢
医
科
大
学
々
生
主
事

文
部
省
教
学
局
高
木
指
導
課
長
宛

本
年
度
本
学
第
一
回
日
本
文
化
講
義
講
師
ト
シ
テ
」

陸
軍
軍
医
学
校
教
官
兼
関
東
軍
石
井
部
隊
長
石
井
四
郎

軍
医
少
将
ヲ
招
聰
シ
」
本
月
二
十
一
日
講
義
開
講
改
度

何
分
ノ
儀
至
急
電
信
ニ
テ
回
答
セ
ラ
レ
タ
シ

史
料
畑

曇
一
一
諸
御
予
定
表

ヲ
提
出
セ
ル
モ
都
合
一
一

依
り
急
一
二
部
変
更
シ

本
案
ハ
施
行
セ
ズ

一
、
聴
講
者

本
学
学
生
、
研
究
科
学
生
、
専
攻
生
、
医
学
並

薬
学
専
門
部
生
徒
、
本
学
職
員
等
几
八
百
名
ト
ス

以
上

案

年
月
日

学
生
課
長

金
沢
師
団
軍
医
部
長
宛

拝
啓
益
々
御
多
■
奉
賀
候
陳
者
今
回
本
学
一
一

於
テ
左
記
ノ
通
り
日
本
文
化
講
義
開
講
可
致
之
処

貴
部
貴
中
御
希
望
ノ
向
ハ
御
来
聴
差
支
無
之

一
一
付
此
段
御
通
知
申
上
候
也

追
テ
石
井
軍
医
少
将
ノ
御
旅
程
ハ
来
ル
ー
十
一
日
午
前
七

時
二
十
六
分
金
沢
駅
着
、
同
夜
宮
保
旅
館
宿
泊

二
十
二
日
午
前
八
時
九
分
当
地
発
御
帰
京
ノ
予
定

一
一
有
之
候
条
為
念
申
添
候

一
、
開
講
日
時

四
月
二
十
一
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時
ヨ
リ
几
’
二
時
間

一
、
演
題
並
講
師

演
題
未
定

陸
軍
軍
医
学
校
教
官

関
東
軍
石
井
部
隊
長
陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎

一
、
講
義
室

金
沢
医
科
大
学
大
講
堂

一
、
聴
講
者

本
学
学
生
、
研
究
科
学
生
、
専
攻
生
、
医
学
並
薬
学

専
門
部
生
徒
、
本
学
職
員
等
凡
八
百
名
ト
ス

－９０－ 



史
料
朽

第
一
回
日
本
文
化
講
義
情
況
報
告
書

史
料
側第
一
回
日
本
文
化
講
義
出
席
状
況
調

薬 専 学 大専 医

学
年
一
総
数
一
合
鮮
支
一
差
引
総
数
一
欠
席
率
一
出
席
数
一
出
席
率

一
年

二
年

三
年

四
年

年年年 年年年

七１五六六

七’一二四
四ｉ五五五七

五；八七九一

四
四

四
○

四
四

二
八

○○ 五！○５冊’四

一
ハ
ー

五
八

四
六

六
五 四１五五五六

○’八六七九

四
一

四
○

四
四

二
五

九１六七八八八 Rｎ 

｛
ハ
’

三
九

四
九

五
二

○
一六ｉ四五五

○；五六九
三
九

三
七

四
一一
七

九
五

九
二

九
三

九
三 九１九九九

六１七六六

八１八八六八

＝ｉ九七六八
白● ⑪ 

七
二

五
五

八
三

九
七

四
一

四
二

五
○

一ハーハ

七
五六！－五

○１人○

｜
、
講
師
及
演
題

講
師
陸
軍
軍
医
学
校
教
官

陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎

演
題
大
陸
一
一
於
ケ
ル
防
疫
二
就
テ

ニ
、
講
義
日
時
及
時
間
数

昭和十六年四月二十一日（月曜日）葬痔津垂艀几四時間
一
一
一
、
講
義
要
旨

大
陸
二
於
ケ
ル
防
疫
一
一
就
キ
活
動
写
真
映
画
ヲ

併
用
シ
、
新
京
ペ
ス
ト
ノ
撲
滅
、
南
支
及
中
支
ノ

防
疫
ト
給
水
マ
ラ
リ
ヤ
細
菌
運
動
等
ニ
ッ
キ

解
説
シ
、
更
一
一
ノ
ー
ー
ー
ン
ハ
ン
戦
、
三
国
同
盟
締
結
調

印
式
等
ノ
実
況
一
一
付
演
者
ノ
体
験
二
基
キ
詳

細
一
一
叙
説
シ
、
民
族
心
理
ト
戦
争
ノ
原
因
、
英
米
、

独
伊
、
蘇
聯
等
各
国
家
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
卜
帝
国

ノ
人
紘
一
宇
ノ
大
精
神
ヲ
基
調
ト
ス
ル
共
栄
圏

ノ
確
立
、
戦
線
六
千
粁
一
一
一
日
｜
ル
支
那
事
変
ノ
現

況
、
逼
迫
セ
ル
日
米
関
係
卜
日
米
戦
争
ノ
規
定

及
日
蘇
国
交
調
整
ノ
今
昔
一
一
就
テ
述
べ
、
今
日

ノ
戦
争
ハ
唯
二
鐵
ト
火
薬
卜
人
一
一
依
ル
戦
争

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
ア
ラ
ユ
ル
物
質
ト
人
ト
ヲ
動
員
セ
ル

国
家
総
力
戦
デ
ア
リ
’
億
乃
至
数
億
ヲ
単
位
ト
ス
ル

－９１－ 

専薬 専医 学大

,年年年 :年年年
四：三．.Ｚ
年年年年 学年

..■：四匹’１１リ
ノい四○四

七：五六六
七；－．Ｚ四

p９１五三五ﾋｰﾛ
五；八一Ｉラ九・・ 総数

○ （〉 四五
》

房Ｌ：（）－ 鮮
支

.二：四四四

苛二・１９（）・‐
四五

五・六八

四．五ユ五六‘

○：八六七九 差引総数
八・二二.」 .-Ｚｒ.．．．－ ■■－ 

九・六七八八 欠席率
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出席率



聴
講
巻
／
出
席
率
一
出
席
者
数
一
欠
席
者
数
一
出
席
率

門
部
生
徒

附
属
医
学
専

門
部
生
徒

付
属
薬
学
専

大
学
学
生

ト
結
論
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

四
、
聴
講
学
生
生
徒
出
席
率

民
族
ノ
持
久
戦
デ
ア
リ
、
而
モ
人
的
資
源
ガ
最
壬
大

切
デ
人
ノ
質
ガ
ョ
ケ
レ
バ
戦
ハ
ズ
シ
テ
勝
利
ア
リ
、
之
ヲ

日
本
医
学
百
年
ノ
昔
二
願
ミ
ル
ト
キ
軍
ノ
要
求
ハ

科
学
ノ
｜
切
ヲ
挙
ゲ
テ
国
策
一
一
順
応
セ
シ
メ
人
ノ

質
ヲ
ヨ
ク
ス
ル
即
チ
強
兵
ニ
ア
リ
ト
ナ
シ
、
予
防
、
治
療

防
寒
、
防
熱
等
々
長
期
持
久
戦
一
一
耐
エ
得
ル
途
ヲ
拓

ク
ハ
日
本
医
学
ノ
重
大
使
命
ナ
ル
ガ
故
二
医
学
薬

学
ヲ
専
攻
シ
シ
、
ア
ル
本
学
学
生
生
徒
諸
氏
ハ
現
下

時
局
ノ
愈
々
重
大
ナ
ル
ヲ
理
解
体
認
シ
、
自
分
達
ガ

国
家
ヲ
背
負
ツ
テ
立
チ
タ
ル
ト
キ
如
何
ニ
ス
ヘ
キ
カ
其

ノ
使
命
卜
責
任
ノ
重
大
ナ
ル
ニ
微
シ
堅
キ
決
意
卜

真
剣
ナ
ル
努
カ
ヲ
以
テ
科
学
ノ
研
鎖
一
一
励
ミ
聖

戦
目
的
完
遂
ノ
為
各
自
実
力
養
成
一
一
邇
進
ス
ヘ
シ

二
○
’
’

三
九
一
八
一
一
一
・
七
五

六

○ 七

ヘ五

九九
六

六

○ 

九
七

史
料
旭 （
備
考
）

本
表
以
外
二
本
学
研
究
科
学
生
、
専
攻
生
、
本
学

職
員
、
金
沢
師
団
軍
医
部
々
員
等
几
二

百
名
聴
講
セ
リ

五
、
学
生
生
徒
二
与
ヘ
タ
ル
講
義
ノ
影
響

演
者
ハ
大
陸
一
一
於
ケ
ル
防
疫
並
一
一
諾
兵
ノ
勇
猛
果
敢

ナ
ル
戦
闘
ノ
実
況
ニ
ッ
キ
其
ノ
体
験
一
一
基
キ
映
画
ヲ

併
セ
詳
細
一
一
一
ロ
ー
リ
頗
ル
熱
烈
一
一
解
説
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ョ
リ

学
生
生
徒
ハ
終
始
敬
度
ノ
念
ヲ
以
テ
謹
聴
シ
現
下
ノ

緊
迫
セ
ル
時
局
ノ
重
大
性
ヲ
深
ク
理
解
セ
ル
モ
ノ
、
如
ク

事
変
ノ
将
来
一
一
処
ス
ル
精
神
強
化
ト
実
力
修
養

上
大
ナ
ル
刺
激
ト
深
キ
感
銘
ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム

以
上

拝
啓
益
々
御
多
祥
奉
賀
候
陳
者
先
般
石
井
閣
下

本
学
日
本
文
化
講
義
の
為
御
来
学
の
節
は
種
々
御
配

慮
に
頂
り
有
難
く
奉
存
侯
諸
事
好
都
合
に
運
び
洵
に

有
益
な
る
御
講
義
聴
講
仕
り
深
く
感
謝
罷
在
候

厚
く
御
礼
申
上
候
然
る
処
此
の
上
の
御
願
に
て
誠
に

乍
恐
縮
本
学
に
て
は
先
年
来
、
日
本
文
化
講
義
を
賜
は

－９２－ 
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り
た
る
講
師
諸
先
生
よ
り
学
生
生
徒
訓
育
資
料
と
し
て

記
念
御
揮
毫
御
願
申
居
候
に
つ
い
て
は
閣
下
の
御
余

暇
の
折
に
何
な
り
と
適
宜
御
揮
毫
賜
は
り
候
様
特
に

貴
台
よ
り
御
依
頼
被
下
度
御
願
申
上
侯
右
用
桟

と
し
て
本
日
別
便
に
て
色
紙
一
葉
御
届
申
候
御
用
繁

中
乍
御
手
数
何
分
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
先
は
右
御
礼

に
併
せ
重
ね
て
御
願
申
上
げ
乍
末
筆
時
下
御
自
愛

祈
上
候

敬
具

追
白
、
石
井
閣
下
の
御
講
義
を
聴
講
せ
る
学
生

生
徒
所
感
の
一
部
本
日
別
途
郵
送
仕
り
閣
下
に

御
手
渡
し
下
さ
れ
御
高
覧
賜
は
り
候
は
ぱ
幸
甚
に

奉
存
侯

昭
和
十
六
年
六
月
四
日

学
生
課
長
名

陸
軍
技
師
二
木
秀
雄
宛

満
州
国
浜
江
省

ハ
ル
ビ
ン
満
州
第
七
一
一
二
部
隊

陸
軍
技
師
二
木
秀
雄
殿

史
料
灯

石
井
軍
医
少
将
宛
礼
状
案

拝
啓
愈
々
御
清
康
奉
慶
賀
候

陳
者
今
回
ハ
突
然
御
難
題
御
願
申
上

候
処
軍
務
格
別
御
多
端
ナ
ル
折
柄
一
三
不

拘
本
学
日
本
文
化
講
義
ノ
為
遠
路
態
々

御
来
学
賜
ハ
リ
洞
一
一
辱
ク
奉
存
候

貴
キ
御
体
験
二
基
キ
大
陸
一
一
於
ケ
ル
防

疫
並
一
一
諸
兵
ノ
勇
猛
果
敢
ナ
ル
戦
闘
ノ

実
況
等
映
画
ヲ
併
セ
詳
細
一
一
亘
リ
現
下

特
一
一
重
要
ナ
ル
御
講
義
賜
ハ
リ
聴
講
者
一

同
ハ
終
始
敬
度
ノ
念
ヲ
以
テ
謹
聴
仕
リ
緊

迫
セ
ル
時
局
ノ
重
大
性
ヲ
深
ク
理
解
ス
ル

ヲ
得
、
特
二
学
生
生
徒
ハ
事
変
ノ
将
来
一
一

処
ス
ル
堅
忍
不
抜
ノ
精
神
並
一
一
実
力
修
養

上
大
ナ
ル
刺
激
卜
深
キ
感
銘
ヲ
覚
エ
申
候

段
深
ク
感
謝
罷
在
候
薮
一
一
乍
暑
儀
以

書
中
厚
ク
御
礼
申
上
候
先
〈
右
御
挨
拶

迄
乍
末
筆
時
下
邦
家
ノ
為
一
層
ノ
御

自
愛
奉
祈
上
候

敬
具

年
月
日

学
長

－９３－ 



史
料
旧

案
二

拝
啓
益
々
御
多
祥
奉
賀
候

陳
者
今
回
本
学
日
本
文
化
講
義
ノ
為
講

演
官
ト
シ
テ
石
井
四
郎
軍
医
少
将
御
差

遣
方
御
依
頼
申
上
候
処
御
承
諾
賜

り
辱
ク
奉
存
侯
予
定
ノ
通
り
去
ル
ー
十

一
日
本
学
二
於
テ
「
大
陸
二
於
ケ
ル
防
疫
一
一

就
テ
」
ト
題
シ
恂
二
有
益
ナ
ル
御
講
義

賜
ハ
リ
医
学
並
二
薬
学
ヲ
専
攻
セ
ル
本
学

学
生
生
徒
ハ
申
ス
ニ
及
バ
ズ
聴
講
者
一
同

ハ
時
局
ノ
重
大
性
ヲ
深
ク
理
解
ス
ル
ヲ
得

事
変
ノ
将
来
二
処
ス
ル
精
神
強
化
ト

実
力
修
養
上
多
大
ノ
刺
激
ト
深
キ

感
銘
ヲ
覚
エ
申
候
莚
二
乍
略
儀

以
書
中
厚
ク
御
礼
申
上
侯
先
ハ
右

御
挨
拶
迄
時
下
邦
家
ノ
為
御
自
愛
ノ

程
祈
上
候

敬
具

年
月
日
学
長

陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎
宛

史
料
相
（
昭
和
一
六
・
五
・
｜
付
電
報
）

セウ
リ
五
ハ
ル
ヒ
ン
ナ
ン
コ
ウ
一
一
一
四
七
三
○
一
一
一
○
・
○

カ
ナ
ザ
ワ
」

イ
カ
ダ
イ
ガ
ク
」
○
○
○
○
九

イ
シ
ザ
カ
ガ
ク
テ
ウ
殿

時
間
外
受
付
一
通
常
軍
用
囑
騨
」

ウ
ナ
リ
ク

キ
ン
チ
シ
ユ
ッ
テ
ウ
ノ
サ
イ
ノ
ゴ
ホ
ウ
シ
ヲ
シ
ン
シ
ヤ
ス
キ
ョ
ウ
ジ
ユ
カ

ク
イ
ニ
ョ
ロ
シ
ク
ゴ
デ
ン
ゲ
ン
ヲ
コ
フ
イ
シ
イ
シ
ロ
ゥ

錦
地
出
張
ノ
際
ノ
御
芳
志
ヲ
深
謝
ス
教
授
各
位
ニ

宜
敷
御
伝
言
ヲ
請
う
石
井
四
郎
、
、

セ
ニ
’
五
五
六

「
東
京
市
牛
込
区

陸
軍
軍
医
学
校

陸
軍
軍
医
中
将
桃
井
直
幹
閣
下

東
京
市
麹
町
区

陸
軍
省
医
務
局
長

陸
軍
軍
医
中
将
三
木
良
英
閣
下
」

“輕鐸匪群敲澪宛

－９４－ 



註

（
１
）
こ
こ
で
い
う
金
沢
医
科
大
学
と
は
、
現
在
の
金
沢
大
学
医
学
部
医
学

科
（
組
織
上
は
医
学
研
究
科
医
学
専
攻
）
の
前
身
で
、
’
九
二
三
年
四

月
に
金
沢
医
学
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
昇
格
し
た
旧
制
の
官
立
大
学

で
あ
る
。
現
在
、
石
川
県
内
灘
町
に
あ
る
金
沢
医
科
大
学
と
は
別
の

学
校
で
あ
り
、
系
譜
的
な
関
係
も
な
い
。

（
２
）
調
査
は
、
そ
の
大
半
を
金
沢
大
学
五
十
年
史
編
纂
室
助
手
の
谷
本
宗

生
氏
（
当
時
）
と
、
う
ち
二
回
を
金
沢
大
学
経
済
学
部
教
授
・
鶴
園
裕

氏
と
と
も
に
行
っ
た
。
そ
の
間
、
両
氏
に
は
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
金
沢
大
学
医
学
部
医
学
科
総
務

係
の
職
員
諸
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
３
）
と
り
わ
け
日
本
文
化
講
義
、
興
亜
青
年
勤
労
報
国
隊
、
戦
時
留
学
生

な
ど
の
史
料
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
一
部
は
「
金
沢
大
学
五
十
年

史
／
通
史
編
』
で
紹
介
し
た
が
、
後
日
機
会
が
あ
れ
ば
あ
ら
た
め
て

紹
介
し
た
い
。

（
４
）
戸
籍
名
は
「
石
川
太
刀
雄
丸
」
。
本
人
の
弁
に
よ
る
と
、
「
丸
」
は

出
生
届
の
際
、
富
山
県
射
水
郡
下
村
の
戸
籍
係
が
誤
っ
て
付
け
た
も

の
で
、
自
ら
は
「
石
川
太
刀
雄
」
と
称
し
た
（
「
金
沢
大
学
医
学
部

百
年
史
」
’
九
七
二
年
、
四
九
五
頁
）
。
戸
籍
係
の
誤
り
は
、
父
・

石
川
日
出
鶴
丸
の
「
丸
」
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本

稿
で
は
彼
が
正
し
い
と
し
た
「
石
川
太
刀
雄
」
で
そ
の
姓
名
を
表
記

す
る
。

（
５
）
石
川
の
七
三
一
部
隊
で
の
活
動
や
病
理
標
本
引
き
渡
し
の
経
緯
等
に

つ
い
て
は
、
常
石
敬
一
「
医
学
者
た
ち
の
組
織
犯
罪
ｌ
関
東
軍
七
三

一
部
隊
」
（
朝
日
新
聞
社
、
’
九
九
四
年
）
参
照
。

（
６
）
常
石
註
（
５
）
前
掲
書
参
照
。
な
お
、
同
書
二
四
四
頁
の
嘱
託
研
究
者

リ
ス
ト
で
は
、
谷
の
当
時
の
肩
書
き
を
「
金
沢
医
大
付
薬
専
講
師
」

と
記
す
が
、
こ
れ
は
兼
務
で
あ
り
、
本
務
で
は
な
い
。
常
石
は
「
現

代
日
本
科
学
技
術
者
名
鑑
」
（
文
部
省
監
修
、
科
学
文
化
新
聞
社
編
、

’
九
四
八
年
。
筆
者
未
見
）
か
ら
こ
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
名
鑑
に
誤
記
が
あ
っ
た
か
、
常
石
が
兼
務
を
本
務
と
誤
解

し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
金
沢
大
学
と
い
う
枠
組
み
で
七
三
一
部
隊
と
の
関
係
を
み
る
と
、
初

代
学
長
と
な
っ
た
戸
田
正
一
一
一
は
元
京
大
医
学
部
長
で
、
陸
軍
軍
医
学

校
の
嘱
託
研
究
員
と
な
り
、
京
大
か
ら
の
若
手
研
究
者
送
り
出
し
の

中
心
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
戦
後
も
日
本
学
術
会
議
会
員
と
し
て

七
三
一
部
隊
追
及
を
阻
む
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
部
隊
長
・
石
井
四
郎
は
金
沢
大
学
の
前
身
校
の
一
つ
で
あ
る

旧
制
第
四
高
等
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。

（
８
）
「
文
化
講
義
関
係
書
類
』
は
昭
和
一
六
年
度
以
降
の
日
本
文
化
講
義
、

及
び
昭
和
二
○
年
度
後
半
か
ら
昭
和
二
一
年
度
の
文
化
講
義
に
関
す
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る
書
類
を
ま
と
め
た
簿
冊
で
あ
る
。
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
は
、

も
う
ひ
と
つ
「
日
本
文
化
講
義
目
昭
和
十
四
年
度
至
昭
和
十
五
年

度
』
と
い
う
簿
冊
が
あ
る
。

（
９
）
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
（
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念

会
、
一
九
七
二
年
）
三
一
一
八
～
’
’
一
一
一
一
一
頁
。
石
井
四
郎
が
講
義
を
し

た
ト
ト
と
は
三
三
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。

１
１
 

（
Ⅲ
）
安
岡
寿
之
輔
「
名
古
屋
大
学
（
第
八
高
等
学
校
）
教
育
の
戦
争
責
任
」

（
「
日
本
の
近
代
化
と
戦
争
責
任
ｌ
わ
だ
つ
み
学
徒
兵
と
大
学
の
戦

争
責
任
を
問
う
』
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
）
、
中
村
治
人
「
日
本

文
化
講
義
に
関
す
る
通
牒
と
実
施
要
綱
ｌ
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
所

蔵
「
日
本
文
化
諦
義
」
関
係
史
料
に
つ
い
て
ｌ
」
（
「
名
古
屋
大
学

史
紀
要
」
八
、
二
○
○
○
年
）
。
な
お
、
中
村
論
文
に
は
、
従
来
の

日
本
教
育
史
の
諸
資
料
集
は
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
の
資
料
が
不

完
全
で
解
説
に
誤
り
が
あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
。

（
ｕ
）
「
金
沢
大
学
五
十
年
史
／
通
史
編
」
二
九
一
～
二
九
四
頁
。

、
）
た
だ
し
、
回
数
は
そ
の
後
の
要
綱
で
は
減
少
し
て
お
り
、
金
沢
医
大

の
よ
う
な
官
立
大
学
は
年
三
回
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

「
金
沢
大
学
五
十
年
史
／
通
史
編
」
二
九
一
一
～
’
’
九
一
一
一
頁
参
照
。

（
⑬
）
金
沢
医
大
・
第
四
高
等
学
校
・
金
沢
高
等
工
業
専
門
学
校
等
の
金
沢

大
学
前
身
各
校
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は

「
金
沢
大
学
五
十
年
史
／
通
史
編
」
二
九
二
～
’
’
九
一
一
一
頁
参
照
。
な

お
、
金
沢
医
大
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年

史
」
三
一
一
一
○
～
一
一
一
一
一
一
一
頁
に
も
記
載
が
あ
る
が
、
昭
和
一
四
年
度
・

’
五
年
度
の
講
義
題
目
・
講
師
は
実
は
昭
和
一
三
年
度
・
’
四
年
度

の
も
の
で
、
｜
年
の
ず
れ
が
生
じ
、
昭
和
一
五
年
度
日
本
文
化
講
義

の
本
当
の
講
義
題
目
・
講
師
が
欠
落
し
て
い
る
。

、
）
安
岡
註
〈
、
）
論
文
で
は
、
日
本
文
化
講
義
の
必
修
科
目
化
を
「
前
わ

だ
つ
み
世
代
」
と
「
わ
だ
つ
み
世
代
」
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

し
て
い
る
（
安
岡
註
（
Ⅲ
）
著
書
一
八
六
頁
）
。

后
）
筆
者
の
本
電
信
の
写
し
書
き
で
は
、
電
文
が
「
講
義
」
で
終
わ
っ
て

お
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
電
文
の
上
に
メ
モ
書
き
と
し

て
「
至
急
電
信
ニ
テ
回
答
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
あ
る
。
電
文
は
一
部
切

れ
て
い
て
、
そ
れ
を
メ
モ
書
き
で
補
っ
て
簿
冊
に
綴
じ
た
の
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
筆
者
の
写
し
ミ
ス
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
再
調

査
が
必
要
で
あ
る
。

両
）
青
木
保
の
金
沢
医
大
に
お
け
る
日
本
文
化
誹
義
は
、
翌
一
九
四
二
年

二
月
五
日
に
「
現
大
戦
ノ
兵
器
」
と
い
う
題
で
実
現
し
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
跡
地
は
片
町
パ
ー
ク
型
と
い
う
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。

（
咽
）
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
六
二
二
頁
に
は
微
生
物
学
教
室
の
教

官
録
が
あ
り
、
｜
｜
木
秀
雄
の
在
職
期
間
が
「
昭
和
一
一
年
三
月
一
一
一
一

日
」
か
ら
「
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
二
一
一
日
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
金
沢
大
学
医
学
部
所
蔵
金
沢
医
大
資
料
の
『
昭
和
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十
二
年
教
授
会
関
係
書
類
」
の
「
昭
和
十
一
一
年
十
二
月
二
十
日
定
例

教
授
会
記
事
」
に
は
、
石
坂
伸
吉
学
長
が
、
「
細
菌
学
助
教
授
二
代

フ
ベ
キ
講
師
嘱
託
一
一
関
ス
ル
件
ヲ
附
議
ス
。
本
件
ハ
現
講
師
二
木
秀

雄
氏
辞
職
願
出
タ
ル
ニ
付
、
谷
教
授
ノ
申
立
一
一
依
り
」
後
任
者
を
嘱

託
し
た
い
が
異
議
は
な
い
か
、
と
発
言
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

⑮
）
金
沢
医
大
資
料
に
は
彼
が
陸
軍
技
師
に
任
官
し
た
記
録
は
な
か
っ
た

の
で
、
辞
職
後
す
ぐ
か
、
｜
日
一
別
の
職
に
就
い
た
後
で
陸
軍
技
師
に

な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
第
四
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿

昭
和
十
一
一
一
年
度
版
」
（
’
九
三
八
年
一
一
一
月
）
に
は
、
彼
の
現
職
が

「
福
井
県
学
校
衛
生
技
師
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
住
所
が
空
白

で
、
続
く
昭
和
一
五
年
度
版
の
同
窓
会
名
簿
に
は
現
職
も
住
所
も
空

白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
福
井
県
学
校
衛
生
技
師
」
の
信
懸

（
卯
）
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
別
冊
の
『
学
位
録
』
’
六
頁
に
は
、

二
木
秀
雄
が
昭
和
一
三
年
度
に
、
「
家
兎
神
経
系
徽
毒
一
一
於
ケ
ル
脳

髄
ノ
組
織
等
検
索
」
で
医
学
博
士
（
二
三
一
号
）
と
な
っ
た
こ
と
を
栽

せ
る
が
、
そ
の
時
の
所
属
教
室
も
「
細
菌
学
ｌ
谷
ｌ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
辞
職
後
も
一
一
木
が
谷
の
指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
記

０
 

（
皿
）
「
第
四
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
」
に
よ
る
。

（
犯
）
日
本
文
化
講
義
は
通
常
九
○
％
以
上
の
学
生
が
聴
講
し
て
お
り
、
そ

性
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

い
る
。
辞
科

事
で
あ
る
。

の
意
味
で
は
少
し
率
が
低
い
。
急
瀝
実
施
し
た
た
め
と
判
断
し
て
よ

か
ろ
う
。

（
金
沢
市
弥
生
ニ
ー
ー
ニ
ー
六
）
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